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■セピア写真に見る観音さんと津商工会議所  

岩鶴密伝（津観音寺副住職） 

高田本山専修寺の御影堂（1666 年）と如来堂（1748

年）が国宝に指定されたのは記憶に新しいと思います

が、実は津観音にも、戦前まで『観音堂(1613 年)』と

『阿弥陀堂(1640 年)』という２棟の国宝ございました。

残念ながら昭和 20 年（1945 年）7 月 28 日の夜、ア

メリカ軍が全市にわたって投下した焼夷弾によって、

市街建造物の大半と共に観音寺の堂宇も一夜にして

灰となってしまいました。この時、焼失したのは観音

寺の山内寺院 7 か

寺、旧国宝の観音

寺本堂と阿弥陀堂

を含む 41棟を全焼

し、観音堂は慶長

の建立から 330 年

目の事でした。 

今でも写真等では当時の荘厳な姿を知ることが出

来ます・・・忘れないでくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

『津観音は津商工会議所発祥の地』というのはご存

知でしょうか？昨年で創立 125 周年を迎えられた津

商工会議所。今でも津の商工業の発展に力を注ぎ、地

域に活気をあたえてくれています。明治時代の津観音

には津の政財界の著名人が集まる社交場があり、そこ

に集まった方々が立ち上げたのが津商業会議所（現：

津商工会議所）

なんだそうで

す。 

先代の住職

は『当初は住職

を囲んで酒を

飲み交わすサ

ロンのようなものだった』と言っておられました。戦

前までの境内には他にも、養正小学校第二分校や尋常

小学校、津行政事務区長役場（現在の市役所）、銀行集

会所、曙座（寄席）等が併設され、まさに津の中心と

しての役割がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊勢の津七福神 友の会だより 平成 31 年 2 月 第 19 号 

寺社ちょっといい話 

 

 

観梅祈願祭 

日時：2019 年 3 月 1 日（金）11 時半～ 

場所：結城神社 津市藤方 2341 ℡059-228-4806 

しだれ梅の咲く境内で幸せ祈願とお練り 

※先着 20名様、拝殿でご祈祷を受け、梅園を散策

していただけます。（受け付けは 11時より案内所まで） 

 

観音堂 

阿弥陀堂 

奥に商工会議所 
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■勢州七福神巡拝    

鹿島寿美（友の会会員） 

2019 年 1 月 2 日、初参りは、勢州七

福神巡りを思い立ちました。 

① 松阪市嬉野森本町の神宮寺 勝運

上昇の毘沙門天 色紙を買ってさ

あ出発、次のお寺への行き方を丁

寧に教えてもらいました。奥様か

らはお汁粉の接待を受け、お年玉袋に入った純金

梅茶までいただきました。 

② 多気郡多気町朝柄の昌慶寺 五穀豊穣 大黒天 

檀家の方が沢山お参りに来ていました。忙しいの

に御朱印をいただきました。 

③ 度会郡大紀町阿曽の龍祥寺 商売繁盛 えびす天 

檀家回りで老僧も若僧もお留守なので本堂でしば

らく待って、御朱印をいただきました。 

④ 志摩市磯部町板橋の隣江寺 幸福長寿 寿老人 

行く道を間違えたのか、山越えで 2 時間かかりま

した。 

⑤ 鳥羽市船津町の白言寺 恋愛成就 弁財天 ナビ

の電波が悪いのか？何度か行ったり来たり、車を

止めて歩きました。やっと見つけたら犬に吠えら

れ、写真を撮るのを忘れました。御朱印をいただ

いたら 16 時になったので

終了。家路に着きました。 

1 月 3 日 

⑥ 伊勢市中須町の泉壽院 

健康長寿 福禄寿 1640

年頃に創設され当時は泉

が湧いていたとされる。火事にあっても無傷で残

った大日如来を祀る。 

⑦ 多気郡明和町の久安寺  千客万来  布袋尊 

1498 年頃に創設され、現在改装されたらしく新し

い本堂、満願成就で猪絵柄のタオルをいただきま

した。どちらのお寺も曹洞宗で、和尚様はとても

若くて親切にしてくださいました。朱印ガールは

次をめざします。 

 

■「子猫と過ごした 3 か月」③ 

     神戸市 奥地蓮一 

2 匹になった子猫は、一週間もする

と乳首を争うようになり、目に見えて大きくなってい

った。わずか 70ｇ前後だった体重が 100g を超え、毎

日 10g ほど増える。 

生きて、食べて、育っている―という実感…。４時

間おきの給餌で寝不足だが、それに勝る感動がある。  

しかし、困ったことが―。子猫に触ると、涙が出て

鼻が詰まるのだ。眼科医は「典型的な猫アレルギーで

すね」と、目薬を処方しただけ。涙を流しながら続け

たが、2 週間ほどで幾分か症状が軽くなった。ところ

が、家内まで猫アレルギーが判明。さらに、近くに住

む孫たちまで…。血筋は争えないものらしい。  

《生涯、面倒を見るつもりだったが、これでは無理か

な》―。日ごとに愛らしくなる子猫たちの戯れる姿に

見とれながら、そんな思いが頭をかすめる。 

子猫たちの里親探し。予期せぬ難題に直面すること

になった。  

《離ればなれは忍びない。一緒に引き取っていただけ

る先はないものか》。手あたり次第に友人、知人に声を

かけ、コーラスの出前公演に行くたびに、話してみる。

猫好きな人は多いが、２匹一緒となるとハードルが高

い。お年寄りに託すのは無責任だ。 

そんな折り、娘が「同僚の家で引き取ってくれる」

と伝えてきた。お宅が大きく、広いベランダがあり、

自由に出入りできる―とか。なにより一家の皆さんが

そろって猫好きで、すでに 8 歳の雌猫がいるとか。元

は捨て猫だったそうだ。 

２匹が、先輩猫とソリが合わなかった場合も考えて、

子猫達のための背の高いケージも用意してくれてい

るとか。娘によると「前から話があった」のだが、私

の姿を見て、「手放せないのでは？」と、ためらってい

たらしい。 

ともかく、有難く受け止めるしかない。さっそく獣

医で健康診断。どちらも雌猫で、発育、体調とも順調

とのこと。道中、子猫を入れるバスケットになじませ

寄稿 
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る練習も。生いたちや成長の過程も克明に記録し、先

様に手渡すことにした。そして子猫たちに、何度も、

やむを得ぬ事情を話して聞かせた。 

8 月上旬、いよいよ子猫たちが他家に行く朝を迎え

た・・・。娘とその同僚に 2 匹を託し、見えなくなる

まで見送った。胸が詰まる。 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふと庭に目をやると、ゴーヤの緑の実が下の方か

ら黄色くなり、割れ目から赤い種をのぞかせていた。

つくづく「因縁」を想う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満願成就された方への記念の品  

満願された寺社様の七福神の水晶玉が入ったストラップを進

呈いたします。7 つ集めてみませんか？ 

白 色：円光寺 うす紫：高山神社 こい紫：安楽寺 もも色：結城神社 

だいだい色：初馬寺 うす黄色：津観音寺 明るい緑：四天王寺 

七寺社 ２０１９年の行事案内 

津観音寺：毎月 1 日護摩供養 毎月１８日は『津観音縁日にぎわい市』 7 月 7 日七夕祈願祭 

     12 月 1 日伊勢の津七福神 開創 7 周年法会 

円 光 寺：6 月中旬～7 月初旬 沙羅双樹（夏ツバキ）散策 

初 馬 寺：3 月 9 日（よみや）初午会式 3 月 10 日（本日）厄除け開運祈願 

7 月 27 日（土用丑）木瓜加持 諸病平癒健康祈願 

高山神社：3 月 10 日初午大祭 6 月 30 日夏越の大祓い 

結城神社：2 月中旬～3 月初旬しだれ梅祭 3 月 1 日伊勢の津七福神 観梅祈願祭 5 月 1 日～3 日 例大祭 

安 楽 寺：8 月 17 日夏祭り 盆踊り 

四天王寺：毎週日曜日 坐禅会（午前 8 時～9 時頃）月末火曜日 禅茶会（午前 9 時半～正午）（会食付 2,000 円） 

写経会 第 1 火曜日（午前 9 時半～12 時） 

（1 回 1,000 円）"座禅会毎週日曜 8 時から 写経毎月第 1 火曜  

伊勢の津七福神 雁行のご案内 

伊勢の津七福神では年に 2 回雁行を催行しています。 

白衣、笠、杖を身に着けて托鉢をしながら市内を 

歩きます。雁行に興味のある方は四天王寺まで。 

次回は 5 月を予定しています。 

四天王寺：０５９－２２８－６７９７ 

ご案内 
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■伊勢の津七福神 友の会特典 （会員証をお見せください） 

・うなぎのつたや  059-228-3005  100 円引き  

・榊原舘      059-252-0206  日帰り入浴 お茶進呈  

・谷石材      0595-21-2148  花筒５％引き     

・はま作      059-228-3088  和菓子サービス  

・松菱 ７階彦兵衛 059-228-6082  ランチ 700 円以上 コーヒー１杯サービス  

・都ホテル内    059-229-2255  日本料理「浜千鳥」食事の際、10％割引   

・ホテル三徳    059-223-3109  宿泊客にコーヒー一杯サービス  

・お菓子處とらや本家 059-228-4802    1,000 円以上お買い上げでポイント 5 倍押し  

・マキノ回生堂   059-228-5331   1,000 円以上お買い上げの方にティッシュひと箱 

・長谷川印刷    059-228-4465  名刺 100 枚ご注文の方、一割り引き 

・飯処 しるべ(大門)    059-261-4116  食事の後、ソフトドリンク 1 杯サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

伊勢の津七福神が津市に開創して６年が経ちました。 

巡拝の方も 3,300 名（1 月末）を越えました。 

 今 200 名の友の会会員の皆様のご協力のもと、この先も歩みを進めて行きたいと思

っています。 

是非ともこの活動に御賛同くださり、巡拝・感謝の心を育て、町おこしの夢を見て

みませんか。 

会員の方には年 3 回、友の会便りが届きます。以下の特典もございます。 

※会費納入をされた方にも振込用紙が同封されますことお許しください。 

会 費   ：1,000 円/年間   金融機関  ：郵便局 

郵便振替口座 ：00820-8-123136   口座名義   ：伊勢の津七福神友の会 

《伊勢の津七福神友の会事務局》 

〒514-0033 津市丸之内 27-16 高山神社内       

電 話：059-225-8558  

URL：http://isenotsu7fukujin. 

 

発行：伊勢の津七福神友の会事務局 

〒514-0033 津市丸之内 27-16 高山神社内   

 

 

編集後記：ご意見、原稿お寄せ下さい。 

満願成就記念のストラップ、手にされましたか。 

  池上 kanon@nifty.com 


